
政
令
第
百
五
十
八
号

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
税
定
率
法

（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
別
表
、
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五

項
、
関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
七
条
の
三
第
七
項
及
び
別
表
第
一
並
び
に
電
子
情
報
処
理
組

織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
条
第
二
号
イ
の
規
定
に

基
づ
き
、
並
び
に
関
税
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
個
別
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
（
包
括
の
納
期
限
の
延
長
）
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

「
第
九
条
の
二
第
三
項
（
期
限
内
特
例
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
の
納
期
限
の
延
長
）
」
を
「
第
九
条
の
二
第
三
項
前
段
又

は
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
期
限
内
特
例
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
税
額
の
納
付
す
べ
き
期
限
」
を
「
申
告
納
税

方
式
に
よ
る
関
税
等
の
納
付
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
の
二
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。



（
担
保
の
提
供
命
令
の
手
続
）

第
七
条

法
第
九
条
の
二
第
三
項
後
段
（
納
期
限
の
延
長
）
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
提
供
す
べ
き
担
保
の
金
額
を
記
載
し

た
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
の
四
第
一
号
中
「
そ
の
延
長
に
係
る
担
保
が
提
供
さ
れ
た
と
き
に
限
る
」
を
「
法
第
二
条
の
三
（
災
害
等
に
よ
る

期
限
の
延
長
）
又
は
国
税
通
則
法
第
十
一
条
（
災
害
等
に
よ
る
期
限
の
延
長
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
期
限
が
延
長
さ
れ
た
と

き
を
除
く
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
）
（
法
第
六
十
二
条
の
十

五
」
の
下
に
「
（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
及
び
保
税
展
示
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
」
を
、
「
又
は
法
第
六
十
一
条

の
四
」
の
下
に
「
（
保
税
蔵
置
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
第
六
十
五
条
第
一
項
」
を

「
第
六
十
五
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
法
第
七
十
七
条
第
七
項
」
を
「
第
七
十
七
条
第
七
項
」
に
改

め
、
同
条
第
八
号
中
「
及
び
定
率
法
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
（
再
輸
出
免
税
）
及
び
第
十
九
条
第
二
項
（
輸
出
貨
物
の
製

造
用
原
料
品
の
減
税
、
免
税
又
は
戻
し
税
等
）
」
に
、
「
、
定
率
法
第
十
八
条
第
二
項
」
を
「
若
し
く
は
第
十
八
条
第
二

項
」
に
改
め
る
。

（
関
税
定
率
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
二
条

関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
里
親
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
改
め
る
。

（
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
令
和
五
年
度
」
を
「
令
和
六
年
度
」
に
、
「
令
和
四
年
度
」
を
「
令
和
五
年
度
」
に
改

め
る
。

（
関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
期
間
の
欄
中
「
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年

三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
数
量
の
欄
中
「
四
、
二
三
五
、
三
○
○
ト
ン
」
を
「
四
、
二
二
三
、
五
○
○
ト
ン
」
に
、
「
三
二
○
、
六
○
○
ト

ン
」
を
「
三
一
八
、
九
○
○
ト
ン
」
に
、
「
六
六
、
七
○
○
ト
ン
」
を
「
七
八
、
五
○
○
ト
ン
」
に
、
「
一
四
七
、
七
○
○



ト
ン
」
を
「
一
四
三
、
五
○
○
ト
ン
」
に
、
「
四
九
四
、
三
○
○
ト
ン
」
を
「
五
○
五
、
五
○
○
ト
ン
」
に
、
「
一
六
七
、

○
○
○
ト
ン
」
を
「
一
六
八
、
五
○
○
ト
ン
」
に
、
「
五
、
九
○
○
ト
ン
」
を
「
五
、
七
○
○
ト
ン
」
に
、
「
七
、
六
○
○

ト
ン
」
を
「
八
、
二
○
○
ト
ン
」
に
、
「
三
八
、
三
○
○
ト
ン
」
を
「
三
七
、
一
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第
二
百

二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
二
号
ト
中
「
第
七
九
号
か
ら
」
の
下
に
「
第
八
一
号
の
二
ま
で
、
第
八
二
号
か
ら
」
を
加
え
、
「
、
第

八
九
号
の
五
、
第
八
九
号
の
一
○
」
を
「
か
ら
第
八
九
号
の
七
ま
で
」
に
、
「
第
八
九
号
の
一
三
」
を
「
第
八
九
号
の
一

四
、
第
八
九
号
の
一
五
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
表
中
第
七
一
号
の
八
を
第
七
一
号
の
九
と
し
、
第
七
一
号
の
七

を
第
七
一
号
の
八
と
し
、
第
七
一
号
の
六
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
一
の
七

関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
（
無
税
を
適
用
す
る
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）

等
の
証
明
方
法
）
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
提
出



別
表
第
八
一
号
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八
一
の
二

酒
税
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
九
十
七
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
（
未
納
税
引
取
）
の
規
定

に
よ
る
申
請
書
の
提
出

八
一
の
三

た
ば
こ
税
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
五
条
第
二
項
（
課
税
済
み
の
輸
入
製
造
た
ば

こ
の
輸
出
又
は
廃
棄
の
場
合
の
た
ば
こ
税
の
還
付
）
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
及
び
書
類
の
添
付

別
表
第
八
二
号
中
「
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
）
」
を
削
り
、
「
又
は
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に

改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八
二
の
二

た
ば
こ
税
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
五
号
）
第
五
条
第
一
項
（
未
納
税
引
取
り
の
承
認
の
申
請

等
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出

八
二
の
三

た
ば
こ
税
法
施
行
令
第
八
条
第
四
項
（
課
税
済
み
の
輸
入
製
造
た
ば
こ
の
輸
出
又
は
廃
棄
の
場
合
の
た

ば
こ
税
の
還
付
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
及
び
申
請
書
の
提
出

別
表
第
八
三
号
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。



八
三
の
二

揮
発
油
税
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
（
未
納
税
引
取
り
の
承
認

の
申
請
等
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出

八
三
の
三

揮
発
油
税
法
施
行
令
第
十
条
の
二
（
引
取
り
に
係
る
灯
油
の
免
税
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提

出

八
三
の
四

揮
発
油
税
法
施
行
令
第
十
条
の
七
（
引
取
り
に
係
る
航
空
機
燃
料
用
揮
発
油
の
免
税
手
続
）
の
規
定
に

よ
る
申
請
書
の
提
出
及
び
書
類
の
添
付

別
表
第
八
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
四
の
二

石
油
ガ
ス
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
五
号
）
第
十
条
第
一
項
（
引
取
り
に
係
る
課
税
石
油

ガ
ス
の
特
定
用
途
免
税
の
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
及
び
書
類
の
添
付

別
表
第
八
五
号
中
「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
表
中
第
八
九
号
の
一
五
を
第
八
九
号
の
一
七
と
し
、
第
八
九

号
の
六
か
ら
第
八
九
号
の
一
四
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
九
号
の
五
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八
九
の
六

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
七
条
の
十
第
一
項
（
引
取
り
に
係
る
揮
発
油
の
特
定
用
途
免
税
手

続
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
及
び
書
類
の
添
付



八
九
の
七

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
（
引
取
り
に
係
る
み
な
し
揮
発
油
の
特
定
用
途
免

税
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
及
び
書
類
の
添
付

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
並
び
に
第
五
条
中
電
子
情
報
処
理
組
織

に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第
三
号
の
改
正
規
定
、
同
表
第
八
一
号
の
改
正
規
定
、

同
表
第
八
二
号
の
改
正
規
定
（
「
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
）
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
表
第
八
三
号
の

改
正
規
定
及
び
同
表
第
八
五
号
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
関
税
法
施
行
令
第
八
条
の
四
第
一
号
の
規
定
は
、
関
税
法
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
令
和
六
年
十
月
一
日
以
後
に
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
輸
入
者
が
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
関
税
法
第
九
条
の
二
第
三
項
前
段
に
規
定
す
る
申
請

書
を
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。


